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従来、がんの治療は主に手術、化学療法、放射
線療法により行われてきました。しかし、近年、
がん細胞に対する免疫反応を利用したがん免疫療
法が効果的であることがわかり、一部のがんでは
標準治療に組み込まれつつあります。

例えば、がんを攻撃するT細胞の抑制シグナルを
解除する免疫チェックポイント阻害薬である抗PD-
1抗体は、悪性黒色腫、肺がん、腎細胞がん、ホジ
キンリンパ腫、胃がんなど種々のがんにおいて薬
事承認され、治療に用いられています。

しかし、がんの中でも白血病、多発性骨髄腫、
膵臓がん、前立腺がんなどは、がんのパッセン
ジャー遺伝子変異の数が少ないなどの理由で、抗
PD-1抗体単独による治療が効き難いと考えられて
います。

我々は、免疫チェックポイント阻害薬が効き難
いがんに対する新しい免疫治療法の開発を目指し
ています。これまでに、がんの再発に関与するが
ん幹細胞（CSC; cancer stem cell）に発現する新
規がん特異抗原を複数見出しており、これらを治
療標的とした免疫細胞療法の研究を行っています。

また、別のアプローチとして、がん細胞に作用
して、がん細胞の免疫原性を高める薬剤の検討を
行っています。特に、免疫学的細胞死(ICD;
Immunogenic cell death）という現象に着目し、
既存の薬剤や当講座で開発した抗がん剤がICDを強
力に誘導し得るかどうかについて、ハイリスク多
発性骨髄腫細胞株を用いたスクリーニングを進行
中です。

以上の研究により、難治がんに対する抗原特異
的T細胞と免疫増強薬を用いた新規複合免疫療法の
開発を目指しています。
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Cancer immunotherapy  is now an attractive treatment option 
for various cancers. Especially, immune checkpoint inhibitors, 
such as anti-PD1 antibody, are effective in patients with 
several cancers, including melanoma, lung cancer, renal cancer, 
gastric cancer, and lymphoma. However, leukemia, multiple 
myeloma, prostate cancer, and pancreatic cancer are known to 
be resistant to these checkpoint inhibitors. We have identified 
novel cancer antigens which are highly expressed in cancer 
stem cells of leukemia, prostate cancer, and pancreatic cancer. 
We are also investigating immunomodulatory effects of drugs 
to enhance anti-tumor effect, which is called immunogenic cell 
death. 
Our goal is to develop novel combined immunotherapies 
using tumor-specific T cells and immunomodulatory drugs 
for cure of cancer.
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